
大瀬川の無火災連続 285日

ジュニアの部 「現在、猪対策で２箇所に罠を設置していますが、こちらも
１位 ３３、０㎝ 熊谷 光（大瀬川） なかなか捕まりません。設置しているカメラには4時頃通り
２位 ２６，５㎝ 畠山真瑠（紫波町） かかる熊の姿が見えます。今年はウリ坊が熊に追いかけられ
３位 ２６，０㎝ 畠山立（紫波町） たり、逆に猪対策になっているのかわからないが熊に襲われ

ブービー賞 阿部義光（花巻市） １匹 ないように注意しましょう」と辻村さんは語っていた。
レディース賞 畠山鈴未（大瀬川）１２匹
当日賞 受付２５番 小森田敏（石鳥谷町関口） １７匹 全国選抜女子GG大会に菅原さんが出場

日本ゲートボール連合主催の第３８回全国選抜女子ゲート
手作り歌集でサロン ボール大会が６月３日から９日まで和歌山県和歌山市の紀三

去る６月２１日 たんぽぽの会（熊谷幸子会長）では、９区 井寺陸上競技場で行われた。岩手県から盛岡市の「木曜クラ
自治公民館で１１名参加してサロンを行った。最初に菅原千恵 ブ」と花巻市の「いしどりや」チームが出場した。
子さんの語りで３話の紙芝居を聞き、続いて幸子さんの歌い出 出場したのは１００チームで、いしどりやチームの選手と
しで皆で歌うのだが、今回は歌謡集ができたのでそれを見なが して菅原敬子さんが大会に出場した。１回戦は４チームのリ
ら歌った。この歌謡集は、A-4でタイトルが「昭和・思い出のう ーグ戦で行われ、いしどりやチームは福井県のかすみチーム

釣り大会に総勢９３名 た」で「さくら貝の歌・ふたり酒・リンゴの唄」などの１５曲 に勝ったが、沖縄県のブーゲンチームと和歌山県の串本チー
葛丸川淡水魚愛護組合主催の葛丸川渓流釣り大会は、６月 が綴られ、もう一つはB-5でタイトルは「愛唱名歌」で「赤とん ムに敗れ１勝２敗で惜しくも２回戦に進めなかった。

２５日に多くの釣り人で賑わった。この日釣り人の参加は大 ぼ・茶摘み・雪の降る街を」など１５曲が収められている。 菅原敬子さんによると、６月２日にマイクロバスで大会に
人４５名、ジュニア１１名。そのほか役員１７名、家族や観 この歌謡集には、どの曲にも音符付きで、幸子会長が選曲し 向かったが、生憎の台風２号の襲来で会場周辺は膝まで浸水
客２０名など合わせて９３名が集まった。参加料は大人２， 大瀬川第一老人クラブが制作協力したもので、各２０部を作成 した状態で、それでもなんとか試合が出来たという。
０００円、ジュニア１，０００円。午前５時から受付を開始 し常時９区自治公民館に置いて誰でも使用可能とのこと。 今大会は出発から帰宅まで４日間、それも全額自費とのこ
し、制限時間は２時間で、午前６時に熊谷幸夫副組合長の笛 とで「ほんとうにお疲れ様」でした。
で一斉に竿を投じた。釣果の成績は別途に掲載。 ３回目となる基盤整備図面説明会を実施
表彰式で菅原昇組合長は「２年間コロナで中止していたこ 大瀬川地区基盤整備事業推進委員会（菅原教雄委員長）で 自生花菖蒲園で「野点の会」

の大会も、昨年度は規模を縮小して再会し、今回は全く規制 は、基盤整備図面説明会を６月１３日に７区自治公民館（３４ 去る７月２日に葛丸の農村環境を守る会（板垣幸夫会長、
無く従来通り開催しました。その結果、今までは４０名前後 名参加）、１４日に大瀬川振興センター（３７名参加）、１５ 構成員２３７戸）主催の「野点の会」が尾平（大瀬川８地
の参加者でしたが今回は５６名の参加をいただき感謝してお 日に９区自治公民館（４４名参加）で行った。令和３年１０月 割）の「大瀬川自生花菖蒲園」で行われ、４０名が参加し
ります。これからも、魚が住めるきれいな葛丸川を守る活動 に２回目を行って以来で、この間には２回目で質問があった項 た。その様子は岩手日報と岩手日日新聞で報じられた。
をしていきますので皆さんのご協力をお願いします」と感謝 目の検討と標高差を含めた測量を行い、より実施に近い図面が この「野点の会」は今回で５回目。来賓の熊谷秀夫大瀬川
を述べた。 できたため、再度図面説明の場を設けたもので山王海土地改良 活性化会議会長は「今年も綺麗な花菖蒲がたくさん咲き誇
釣り大会の模様は当日のNHKおばんです岩手で放映し、再 区からも３名出席した。 り、この保全活動をしている方々に敬意を表したい」と挨拶

放送は翌日２６日６：３０から、東北ニュースとしてNHK仙 菅原委員長から「今回の整備図面は、２回目の意見を取り入 した。続いて鈴森直明花巻市教育委員会文化財課長から「市
台から放映された。 れ標高差も入り、ほぼ決定図面に近いものですので、それを踏 内には貴重な自然が多くありますが、この花菖蒲も永続する

まえて確認をお願いしたい」とあった。ここで出された質問に ように願ってやみません」と挨拶があった。
表 彰（敬称略） ついては再度個人や改良区と県と検討し、今年度中に決定図面 花菖蒲を眺めながら、真っ赤な野点傘の下で、これもまた

第５７回葛丸渓流釣り大会 の説明会を実施する方向で進められている。 真っ赤な毛氈を敷いた椅子で、代わる代わる戴いたお点前の
大漁賞 味はほろ苦くも格別であった。茶菓は、丸文特製｢清流｣。葛
一般の部 １位 ５１匹 新井田勇一（紫波町） 畠山さんが熊の親子に遭遇 丸川に笊石（ざるいし）、それにイワナが跳ねているデザイ

２位 ４９匹 丸山勝敏（滝沢市） 畠山松五郎さんが、尾平（おだいら）で親子熊３頭に遭遇し ンだった。お点前の高橋あや子さんに手伝った方は菅原文子
３位 ４５匹 斉藤誠（盛岡市） た。６月１５日の午後２時頃、山菜採りのために重之助家の脇 さん（茶畑竈家）、板垣福子さん、菅原房子さん、菅原和子

ジュニアの部（小学生以下） から東北道の跨線橋を渡って直ぐの右側に車を留められる空き さん、高橋厚子さんの５人。翌日には新聞を見た県農業博物
１位 ５１匹 小田中結葵（紫波町） 地があり、そこで大きな親熊と子熊２頭がじゃれ合って（遊ん 館の古川勉館長も見えられ、菅原純一さんが案内している。
２位 １６匹 阿部琉奈（花巻市） で）いた。車と違ってオートバイに乗っていた畠山さんは、ほ
３位 ６匹 藤原旦灯（石鳥谷町） んとに直ぐ近くだったのでビックリし、クラクションを鳴らし 板垣圭介さんが優秀選手！

大物賞 て急速で逃げたという。「熊はクラクションを聞いた後どうな 7月1、2日開催の県民体育大会バレーボール9人制Aで谷地
一般の部 １位 ３３，５㎝ 小田中蘭（紫波町） ったの」とたずねると「判らない。そのまま遊んでいたのか の板垣圭介さんが優秀選手に選出された。決勝戦で北上市に

１位 ３３，５㎝ 工藤浩一（石鳥谷町） も」と話していた。 フルセットで敗れたものの活躍が認められたもの。大瀬川か
３位 ２８，０㎝ 小森田巽（石鳥谷町） また、７区でも毎日のように子連れの熊（３頭）が堤田の麦 らは９人制A（若者）に板垣春介さん、B（40歳以上）に板垣

畑に出没しているのを北田の辻村康幸さんが見かけている。 幸規さん、板垣伸吾さん、板垣雄一さんが出場している。
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昭和４９年４月に「統合だからこそ大瀬川にプールが必要」と 山祗神社大杉の枝切り
大瀬川小学校ＰＴＡが高橋俊雄教育長に働きかけた。その結 山祗神社の神殿後ろにあるご神木が冬の大雪で枝が折れ、
果、ついに実現の運びとなり、昭和４９年１２月１４日に大瀬 神殿の屋根に突き刺さる事故が発生した。この為、執行部会
川小学校プール建設促進委員会を組織して板垣寛ＰＴＡ会長を を開き検討の結果、木こり屋（熊谷利昭代表）を依頼。６月
委員長とし委員２０人を決めた。運動の成果で建設費約１千万 １９日に付近の道路を通行止めにし、道路内で２５トンクレ
円で昭和５０年７月に竣工し、同時に大瀬川小学校プール開き ーン車にゴンドラを取付てご神木の枝切りを実施した。
となった。施行業者は高萬建設で、竣工当時は濾過機械装置は 道路脇から電線等に配慮しながら、ゴンドラで神木の枝を
無かったが数年後に消毒と濾過機械装置を設置した。 伐採する予定だったが、手前の木々が邪魔をして、木々の上
石鳥谷町教育委員会は当初、昭和４７年に閉鎖した大瀬川保 を越していかなければ伐採出来ないため、見ている方もハラ

育所跡にプールの建設を計画し、大きな銀杏も伐採の危機に瀕 ハラだった。熊谷さんに聞いたところ、「神木の高さはクレ
していたが、ＰＴＡが由緒ある銀杏の存続を要請し、現在の田 ーン車の腕が最高に伸びた所と同じぐらいなので、有に３０
屋家西側に建設した。このプールは令和元年の使用を最後に老 メートルはある」とのことだった。伐採した枝を見ると、中
朽化のために使用を終了し、令和２年３月３１日付けで濾過装 が空洞になっている所が多く見られた。これによって当分は
置の故障やプールの老朽化で花巻市教育委員会が閉鎖した。 大雪や大風からの難を逃れられることだろう。

４年振りに地区民運動会 ４５年間を振り返ると、菅原康栄さんが大瀬川子供育成会長
みつくら７月１日号にも紹介されたが、今号ではもう少し 時に、無償でプール全体に塗装工事をしていただいたこと、釣 人 事（敬称は略）

く詳しくお知らせしたい。 り堀大会を開いたことや、育成会と子供達が一緒になってプー 大瀬川生産森林組合、分収造林組合
新型コロナ感染拡大のために開催できずにいた第７７回大 ルの清掃を行ったことなどが懐かしく思い出される。 組合長 菅原清昇（再）副組合長 菅原洋二（再）

瀬川地区民運動会は、７月１１日に４年振りに行われた。開 監事 （代）菅原康之（再）板垣忠夫（再）畠山拓（再）
会式で熊谷俊哉大瀬川体育協会長は「４年ぶりの開催とな ミニサロンで３０年前の「運動会」鑑賞 くずまる大学自治会
り、多くの地区民に参加して頂きありがとうございます。今 あじさいの会（板垣福子会長）主催のミニサロンは、６月２ 会長 熊谷政男（新）
日の運動会は勝ち負けよりも大いに楽しんでもらいたい」と ７日に３０名が参加して大瀬川振興センターで行われた。当日 副会長 菅原善治郎（新）菅原得之（新）
挨拶した。また、来賓の熊谷秀夫大瀬川活性化会議会長から は「映像で綴る大瀬川の記録」の中から「平成５年度大瀬川地
は「今回の大会は第７７回と言いますから、昭和の時代（第 区民運動会」のDVDを鑑賞した。３０年以上経っているのでどの 訃 報
１回は昭和２１年）から続いていて、地域づくりに大きな貢 種目も懐かしく、思い出が蘇ったひと時であった。映像の中の 旭田家の熊谷富男さんは６月５日に８０歳で亡くなられま
献を果たしてきました。好地は第５４回、新堀は第６９回と 板垣光雄さん、藤原進さん、板垣博司さんなど往事の役員達の した。熊谷さんで思い出されるのは、平成９年に発生した大
言いますから大瀬川はそれより古くから始まっていました。 姿を目にし、在りし日も偲ぶことが出来た集いであった。ま 瀬川山林大火の時に地域で大変お世話になったことでした。
今日は怪我をしないように気を付けながら楽しんでいただけ た、運動会の昼休みに踊った「石鳥谷音頭」の踊り子たちの若 当時町森林組合庶務課長だった熊谷さんは、森林組合員の山
ればと思います」と祝辞を述べた。 かかりし姿に皆で感慨深く見入っていた。 林を守るために奔走しました。あの日は金曜日で勤務中に山
開会式には１３７名が整列し、他に７区テントに１４名、 林火災の通報後直ちに現地に入り、花巻営林署森林官に現況

８区は１０名、９区は８名いたので総勢１６９名であった。 大瀬川１２地割にも大きな熊が出没 を報告し、更に消防署や町対策本部にも現況を伝えるなど消
その後、競技に入ってからも更に多くの方が来られたので２ ６月２２日午後、大瀬川１２地割に住む佐々木和枝さん（稲 化に尽くされた方でした。熊谷さんの活躍も含め、その様子
００名は優に超えたと思われる。まだ完全にコロナが収束し 豊）宅南側で、佐々木さんが農作業中に大きな熊が現れ、市の を伝えた番組は翌年２月の全国有線放送コンクールで優秀賞
たわけではないので、今年は種目を縮小し７種目（100m競 広報車で注意を呼びかけるなどの対応がとられた。また、翌日 に輝いたことも思い出します。
争/まがすなよ‼カゴいっぱいのボール/400歳リレー/玉入れ の午後２時頃にも同じ場所に同じ熊が現れたので、市と花巻市 熊谷さんは高校卒業後、堤田家の菅原伊之助さんが経営す
/幼児レース/目指せ‼ホールインワン/年齢別リレー）を行 猟友会、花巻警察署など７名が対応に当たった。猟友会では、 るマルエス商会に勤務後、好地の山鼻鉄工所、さらに石鳥谷
い午前中に終了した。例年なら昼休み前に行われる「大瀬川 熊が逃げ込んだ菅原和雄さん北側の原野をドローンを使って探 町森林組合に勤務されました。また、地域においても大きな
音頭」の集団演技も「幼児レース」の後に行われ、「ほんと したが見つからなかった。そこで市は、原野の西側に爆竹（と 貢献を果たしており、大瀬川青年会長・励ます会長・町有林
うの運動会が戻ってきたなぁ～」としみじみ思った。採点の 思うが、それよりとてつもない大きな音がした）を列に並べて 監視員・花巻地方農業共済組合共済部長・そして、晩年まで
結果、総合優勝は第８区、２位は第９区、３位は第７区であ 一斉に発火させた。その大きな爆発音に驚いた熊は、東側の水 大瀬川たろし滝測定保存会理事・大瀬川戦没者慰霊祭実行委
った。 田を跳ね飛びながら中谷地堰に入り込み、東側へ逃げてしまっ 員長・大瀬川森林生産組合長・山祗神社責任役員・花巻市シ

た。 ルバー人材センター理事など枚挙にいとまが無いほど貢献さ
今年度中にプールを解体 筆者は当時、丁度近くにおり、パトカーなど人が集まってい れました。その功績で石鳥谷町長感謝状や花巻市シルバー人

熊谷秀夫大瀬川活性化会議会長は、運動会の祝辞の中で たのでつい物見遊山気分で行って一部始終を見てしまった。逃 材センター理事長表彰も受けられています。奴踊りの「どう
「長い間、大瀬川の皆さんに親しまれてきました運動公園プ げた熊は人間の２倍はあろうかと思う大きさで体重は約150㎏は まえ」でもありました熊谷さんに謹んでご冥福をお祈り申し
ールは老朽化のために、今年度中に解体することになりまし あろうとのこと。一方、今年も菅原孝三さんのブルーベリー畑 上げます。
た」と述べた。 に熊が出没している。菅原さんに「大瀬川に今年は熊が来ない
このプールは大瀬川小学校プールとして造られたが、その ね」と話したら「いつも通りに出没しているが、届けても退治 ６月号訂正

経緯は、小学校統合が昭和４７年から審議されていた最中の にならないので通報は止めたの」と言っていた。 人事で葛丸川上堰水利調整組合は葛丸川淡水魚愛護組合です
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